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HOI検出

モチベーション

• すべての要素が
同じアンカー
によって予測される

• 近年、人間と物体のインタラクション検出、HOI 検出は、大きな応用可能性を持つ分野とし
て注目されている

• 47,776 枚の画像（トレーニングセット 38,118枚、テストセット 9,658 枚） を含む HICO-DET

[1]は HOI検出に最もよく使われるデータセット

• HOIクラスは、117個の動詞クラスと 80個の物体クラスから構成される 600種類がある

• 人物、物体、動作の予測を分離した Subject Object Verb （SOV） フレームワークを提案
• アンカーボックスで HOI を表現するパイプラインを提案
• 事前知識を学習導入する新たな Split Target Guided （STG） Denoising 学習方法を提案

SOV-STG: Focusing on what to decode and what to train

動作アンカーボックス
Adaptive Shifted MBR

• DAB-Deformable-DETR [2] をベースにして、位置情報をコンテキストクエリから分離された
• SOV は特徴抽出器と SOV デコーダから構成される
• 学習可能なアンカーボックスとラベル埋め込みは、推論とノイズ除去学習に事前知識を提供する

実験結果と定性評価

• MBR: Minimal Bounding Rectangle 

• 空間的な関係を考慮しながら動作ボッ
クスを生成

• Adaptive： インタラクション領域から遠
い関連性が低い情報を取り除く

• Shift： インタラクション領域周辺のコン
テキスト情報をより多くカバーする

• S-O アテンションモジュールと動作デ
コーダ

• 動作ラベルの事前知識を融合させる
• Bottom-up path： 下層から上層への情
報を強化させる

電気通信大学

• 同じクエリ表現は複数のタ
スクに共有される

• Deformable Transformer デコーダ [2] のサンプリン
グをアンカーとして使用

• クエリ埋め込みを分離した
アンカーボックス
で HOI 要素を予測

• 動作ボックスを導入
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表１ HICO-DETでの結果

表２ V-COCOでの結果

表４ ノイズ除去実験

表３ 動作ボックスデザイン

表５ 各モジュールの貢献

動作認識

学習収束の比較


